
 

 

 

 

 

 

                                     校長  間邊 浩二 

  

「起き上がり小法師」という玩具（おもちゃ）をご存じでしょうか。元々は、福島県会津地方の郷土玩具

で、転んでも転んでも再び体を起こすことから、「七転び八起き」の縁起物として有名です。きっかけは、

江戸時代に会津藩の財政の悪化によって、役（仕事のこと）を与えられず、禄（報酬・収入）もないため、

生活に困窮した下級武士たちに、会津藩主が内職としてつくらせ販売させたのが、始まりと言われてい

ます。 

 起き上がり小法師は、現在では様々な形で小さな子どものおもちゃから、会津地方の郷土玩具にいた

るまで、伝統工芸としても多くの人々に親しまれています。皆さんも幾度となく遊んだことがあるので

はないでしょうか。 

 今回なぜ「起き上がり小法師」のことを取り上げたのかというと、最近日本の各地で地震が発生してい

たことで、２０１１年３月１１日に起きた東日本大震災から今年１０年目だったことを思い出したから

なのです。中学生の皆さんは、まだ小さい頃の出来事だったので、あまり覚えていないかもしれません

ね。 

この震災では、尊い生命と財産と生活と思い出と・・・・全てを奪い去った大震災でした。そこから「起

き上がり小法師」のように復興へ進んでこられた被災者一人ひとりの１０年間はどうだったのだろうと

思いをはせていました。 

最近では、起き上がろうにも頭を押さえつけられ身動きができない人たち、立ち上がろうとする人た

ちを振り回してしまっている現実もあるように思います。 

そもそも「起き上がり小法師」は、正月の縁起物のため１年間神棚に飾ったあと、お札と同じように年

末におたきあげして、新年に新しいものを購入するのがならわしでした。それが毎年の需要を生み出す

ことになり、収入のなかった下級武士たちに生活の糧を与えていくことになったのです。つまり現在の

ことばに当てはめると「困窮者支援」のシステムでもあったのです。 

各家庭の神棚に供えられた「起き上がり小法師」は、その家に起こった１年間の出来事や災いなどをす

べて引き受けて、年末に去って行く、そんな存在として大切にされてきたのです。 

２０２１年（令和３年）も早、１１月に入りました。昨年から続く、新型コロナウイルス感染症の拡大

が７月ころから８月まで急激に広がり、９月からの学校生活も分散登校になるなど私たちの生活にも大

きな影響が及んでいました。１０月からは感染者数もだいぶ減少してきましたが、まだ油断は禁物です。

このコロナ禍では、大勢の感染者や感染によって亡くなられた方もたくさんいら

っしゃいます。感染から回復して日常生活に戻った方でも、後遺症によってまだ

つらい思いをされている方も大勢いることも聞いています。 

改めて私たちは「起き上がり小法師」のように、転んでも転んでも、再び立ち

上がる「七転び八起き」の気持ちをしっかりもって、お互いに支え合い進んでい

くことができる世の中をめざしていきたいですね。 
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分散登校期間中、生徒たちからは「奇数グループのみんなは元

気かな」「早くみんなに会いたいね」という声が多く聞かれ、 

１０月の一斉登校初日は、久々にあったクラスや学年の友達と

の再会を喜びあっていました。２学期に入り、中学校生活にも慣

れ、部活や学級での活動、授業中の取組も元気いっぱいでますま

す活発になってきています。 

まだ様々な活動に制限がある中ですが、総合の時間に、グループで「総合すごろく」をしました。２学

期の総合は、平和学習、キャリア教育に取り組む予定なので、すごろくを楽しみながら学習の見通しをた

て、「平和とはどういうこと？」「どんな職業があるかな？」と興味をもつ姿が見られました。 

生徒会役員選挙もせまり、「先輩」となる日も近づいてきまし

た。来年度にむけて、より一層多くのことに関心をもち、今自分

がするべきことをしっかりやり遂げてほしいと思います。そし

て、一斉登校初日に感じた、仲間がいることの良さ、再会の感動

を忘れず、周りの友だちを大切にしながら、日々の生活を大切に

していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 夏休みが明け、分散登校期間の１か月を経て、一斉登校とな

りました。約２カ月半ぶりの一斉登校でしたが、そんなブラン

クを感じさせずに日々学校生活を送っています。 

部活動では、多くの部で３年生からのタスキを受け継ぎ、２

年生が中心となって活動しています。自分のことだけではな

く、後輩を気にかけながら活動することにより、改めて３年生

の存在感や、上級生としての責任感を感じながら日々成長しています。来月には生徒会役員選挙もあり

ます。部活動だけではなく、生徒会活動でも３年生の意思を継ぎ、自学年の想いを乗せ、よりよい生徒会

活動をけん引してもらいたいと思います。そして、来年のこの時期には、新生徒会の意思や想いを、胸を

２年生の様子 

１年生の様子 



張って新しい学年に引き継げるように、松本中学校全体のことを考えながら満足のいく活動をしてもら

いたいと思います。勉強面では中間試験が中止になったこともあり、より、日々の授業や小テストにも集

中して取り組んでいます。 

 

 

夏休み前に、９月の自然教室の中止が発表されました。昨年度から実

行委員を中心に事前学習をしたり、班や約束事や活動内容を決めたり

と、学年全員で準備をしてきた行事だったのですが、それが中止になり、

みんなで悔しい思いをしましたが、先月末に規模を縮小し、泊を伴わず

に箱根で開催することができました。各班で協力し、課題を解決しなが

ら箱根を散策していく姿を見ていると、本当にいい子どもたちだなと感

じました。今回の校外学習で見えた学年の課題を、われわれみんなで解

決していくのと同時に、今後も校外学習や学校行事を通して、より他者を思いやる心や自らが主体的に

行動する心を育んで、一歩一歩成長していきたいと思います。…目標は大きく「夢幻大」！ 

 

 

 

 

 

うがい、手洗いの徹底、食事中のおしゃべりは控えるなど、まだ制限

がある中での生活となっていますが、かなり通常の学校生活に近づい

てきているように感じます。３年生ですので学習に対する取組はとて

もしっかりしています。休み時間も授業の課題や受験に向けた学習に

没頭している姿も見かけます。先日は、課題のプリントを見ながら登

校している生徒もいましたが、これはさすがに危険ですのでやめても

らいました。受験や進路決定の機会は人生で何度もあることでありま

せん。貴重なこの時間を大切に過ごしてもらいたいです。 

 

様々な行事が中止、縮小され、学業以外の楽しみが少ない

状況の中、不平不満を表に出すこともなく生活してくれてい

ます。評議委員会で学年のレクのドッジボール大会を企画し、

ともに盛り上がる瞬間も共有することができました。 

３年生としての生活も残り少なくなってきましたが、見習

うべき先輩としての姿を随所に見せていくことも続けてほ

しいと思います。 
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～１１月の予定～ 

 

 

※１１月より総下校時刻１７：００ 

 

 

日 曜 行　　　事 日 曜 行　　　事

1 月 ３年進路面談 16 火 ２学期期末テスト２日目

2 火 ３年進路面談 17 水 ２学期期末テスト３日目

3 水 文化の日 18 木 避難訓練

4 木 ３年進路面談 19 金

5 金 ３年進路面談 20 土

6 土 21 日

7 日 22 月

8 月 23 火 勤労感謝の日

9 火 24 水

10 水 テスト前部活動停止期間開始(～１６日) 25 木 生徒テスト素点確認日／全校評議会

11 木 ３年進路説明会 26 金

12 金 27 土

13 土 28 日

14 日 29 月 生徒会選挙リハーサル

30 火 生徒会選挙／立合演説会２学期期末テスト１日目
個別支援学級　神奈川区交流会（六角橋中）

15 月


